
北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」
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福島町をテレビ放送でPR
北海道日本ハムファイターズ北海道179市町村応援大使のテレビ取材

　４月９日（木）、札幌テレビ放送の「どさんこワイド179」の番組企画
「稲田直人が行く！ファイターズ北海道179市町村応援大使」で福島町に
元北海道日本ハムファイターズの稲田直人氏（現 野球解説者）が訪れ、
町内の観光施設等をテレビ取材しました。
　番組内容は、 2015年福島町応援大使である、北海道日本ハムファイ
ターズの谷口雄也選手から「横綱と名のつく場所や物を5つ制覇せよ！」
という指令により、福島町内を回り、見事5つの「横綱」を制覇してい
ただき、福島町を全道の皆さんに PRできたと思
います。
　テレビ取材のため協力していただきました町
内の皆様、ありがとうございました。
　今後のファイターズ応援大使の企画としては、
「ファイターズ応援観戦ツアー」【50組100名限定】
があり、 9月20日（日）に札幌ドームへファイター
ズからの招待により、試合前の練習見学や試合観
戦を実施予定です。
　詳細については、５月中に各戸配布等により改
めて町民の皆様へお知らせさせていただきます。

▲ファンとの記念撮影に応じる稲田氏（写真中央）

　北海道福島会総会と懇親会が、４月12日（日）に
東京（アルカディア市ヶ谷）で、会員等67名の出席
で開催されました。
　総会では、角谷会長の挨拶から始まり、会員の協
力により実施した北海道産直フェアなどの活動報告
がされました。
　当町から出席した佐藤町長と溝部議長からは、ふ
るさとの状況報告をするとともに、各テーブルの出
席者に声をかけてまわり、親交を深めました。

私達もふるさとのために頑張ってます
第15回北海道福島会総会及び懇親会

▲北海道福島会総会の様子

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



平成26年度 下半期財政事情の公表
　下半期財政事情は、町民の皆様に町の財政がどのように運営されているかを広く知っていただくため
に作成した資料です。今回は平成26年10月から平成27年3月末現在における予算、町債の状況等を町条
例の規定に基づき公表するものです。

一般会計 国民健康保険
特  別  会  計

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者医療
特 別 会 計

浄 化 槽 整 備
特 別 会 計 水道会計

37億3,409万円 9億2,951万円 6億988万円 375万円 6,238万円 4,266万円 1億2,319万円

平成27年３月末現在

一般会計予算歳入歳出の内訳55億546万円
各会計予算総額

１人当たり １世帯当たり

※人口と世帯数は平成27年３月末現在の住民基本台帳による。 

平成26年度末現在

町有財産の状況
種　　　　類 数量・金額

建 物 68,907㎡
土 地 2,295,754㎡
山 林 12,585,525㎡

立木の推定蓄積量 186,610㎥
出 資 金 等 23,829千円

町 債 の 状 況

平成26年度末現在

平成25年度末現在

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（ 財 務 省 ） 2,429,614千円
旧 日 本 郵 政 公 社 714,761千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 399,451千円
銀 行 等 808,179千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 181,783千円
　　 合　　　　 計 ①　　 4,533,788千円
上記のうち、 国が負担する分
 （地方交付税算入） ② 2,962,842千円 65.3%

実  質  負  担  額
①－② 1,570,946千円 34.7%

一 般 会 計 債 4,354,089千円

企　 業　 債
（水道及び浄化槽事業） 179,699千円

入ってくるお金

出 て い く お 金

１年間に使われるお金と町民負担

使われるお金 809,120円
負担する税金 87,903円

使われるお金 1,644,973円
負担する税金 178,710円

4,615人 2,270世帯

世帯数

基 金 の 状 況
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,710,032千円
減 債 基 金 27,006千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 9,445千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 16,666千円
ふ る さ と 応 援 基 金 21,582千円
過疎地域自立促進特別事業基金 25,807千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 239,759千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 38,048千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 33,400千円

合　　　　　計 2,121,745千円

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



北海道知事選挙の開票結果

　

平
成
26
年
度
町
議
会
定
例
会
３

月
第
２
会
議
は
、３
月
26
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
議
案
５
件
が
審
議

さ
れ
、
４
議
案
の
原
案
可
決
と
１

議
案
の
原
案
否
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

☆
条
例
の
改
正

○
福
島
町
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者
が
研
修
等
に
よ
り

一
時
的
に
町
外
に
転
出
し
、
研
修

等
の
期
間
終
了
後
、
再
転
入
し
、

引
き
続
き
定
住
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合
に
限
り
、
受
給
資
格
取

り
消
し
の
猶
予
期
間
を
設
け
る
た

め
の
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

☆
計
画
の
変
更

○
第
4
次
福
島
町
総
合
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
定
例
会
２
月
会
議

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
本
計
画

に
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
（
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
）、（
地
方
創
生

先
行
型
）」
の
事
業
実
施
等
に
あ

た
り
新
規
事
業
の
追
加
及
び
事
業

内
容
等
の
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

後
期
実
施
計
画
の
内
容
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

☆
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
13
号
）

　

総
額
に
３
千
905
万
1
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
37
億

３
千
408
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

総
額
に
185
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
38
億
7
千
359

万
円
と
す
る
原
案
が
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

☆
議
決
の
更
正

○
旧
吉
岡
小
学
校
外
解
体
工
事
請

負
契
約
の
議
決
更
生
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
10
月
17
日
議
決
（
議

案
23
号
）
の
工
事
請
負
契
約
の
契

約
金
額
を
次
の
と
お
り
更
正
し
ま

し
た
。

　
【
変
更
前
】

　
　

５
千
346
万
円

　
【
変
更
後
】

　
　

５
千
969
万
5
千
920
円

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
４

月
会
議
は
、
４
月
７
日
（
火
）
に

開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

☆
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

総
額
に
189
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
38
億
7
千
363

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会

（
３
月
第
２
回
会
議
）

町
議
会
定
例
会

（
４
月
会
議
）

　

４
月
１
日
（
水
）、
当
町
の
行

政
相
談
委
員
と
し
て
、
岡
観
要
さ

ん
（
福
島
２
）
が
総
務
大
臣
か
ら

２
年
間
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
道
路
、

登
記
、
年
金
、
河
川
等
の
国
の
役

所
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
等
を

お
聴
き
し
て
改
善
を
図
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

▲岡観要さん

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
の
町
職
員

の
人
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（　

）内
は
前
任
課
と
職
名
で
、

Ｇ
は
グ
ル
ー
プ
を
表
わ
し
ま
す
。

※ 

４
月
1
日
か
ら
総
務
課
企
画
Ｇ
と

財
務
課
財
務
Ｇ
が
機
構
再
編
に
よ

り
、
企
画
財
政
課
と
な
り
、
財
務

課
税
務
Ｇ
が
税
務
課
税
務
Ｇ
と
な

り
ま
し
た
。

《
議
会
事
務
局
》

▽
局
長
（
同
次
長
） 

前
田　

勝
広

▽
次
長
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

学
校
教
育
係
長
）

 
 

住
吉
真
由
美

《
総
務
課
》

▽
総
務
Ｇ
（
水
産
商
工
課
水
産
Ｇ
）

 
 

西
村　

咲
紀

《
企
画
財
政
課
》

▽
課
長
（
総
務
課
参
事
）

 
 

谷
藤　
　

悟

▽
参
事
（
水
産
商
工
課
課
長
補
佐
）

 
 

石
岡　

大
志

▽
財
政
Ｇ
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

（
財
務
課
財
務
Ｇ
課
長
補
佐
兼
財

務
係
長
） 

住
吉　

英
之

▽
企
画
Ｇ
政
策
推
進
係
長
兼
定
住
対

策
係
長
（
総
務
課
企
画
Ｇ
政
策

推
進
係
長
兼
定
住
対
策
係
長
兼

広
報
広
聴
係
長
）

 
 

村
田　

洋
臣

▽
企
画
Ｇ
広
報
広
聴
係
長
（
総
務
課

企
画
Ｇ
主
査
）

 
 

中
塚　

雅
史

平
成
平
成
2727
年
度
年
度

町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

　４月12日（日）に行われました北海道知事選挙の投票状況及び候補者別得票数等は次のとおりです。
☆北海道知事選挙

候補者の氏名 党　　派 得　票　数

高 橋　 は る み 無所属 １，６７６票

佐 藤　 の り ゆ き 無所属 ７９６票

有 権 者 数 ４，０６８人
投 票 者 数 ２，４８２人
棄 権 者 数 １，５８６人
投 票 率 ６１．０１％
有 効 票 ２，４７２票
無 効 票 １０票

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



《
税
務
課
・
出
納
室
》

▽
課
長
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
（
住
民
生
活
課
長
兼
吉
岡
支

所
長
） 

近
藤　

勝
弘

▽
課
長
補
佐
兼
賦
課
係
長
（
財
務
課

税
務
Ｇ
賦
課
係
長
） 

西
田　

真
弓

▽
徴
収
係
長
（
財
務
課
税
務
Ｇ
徴
収

係
長
） 
要
田　

吾
朗

▽
税
務
Ｇ
兼
出
納
Ｇ
（
総
務
課
企
画

Ｇ
） 

紫
竹　

健
人

▽
税
務
Ｇ
（
財
務
課
税
務
Ｇ
）

 
 

山
本
美
紗
子

《
住
民
生
活
課
》

▽
課
長
兼
吉
岡
支
所
長
（
同
課
長
補

佐
） 

鎌
田　

一
志

▽
課
長
補
佐
兼
戸
籍
年
金
係
長
（
学

校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ
課
長
補

佐
） 

星
野　

優
司

▽
吉
岡
支
所
次
長
兼
住
民
窓
口
係
長

（
同
次
長
） 

木
村　

正
幸

▽
吉
岡
支
所
Ｇ
（
財
務
課
税
務
Ｇ
）

 
 

笹
森　
　

涼

《
保
健
福
祉
課
》

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
（
同
課
長

補
佐
） 

佐
藤　

和
利

▽
保
健
福
祉
Ｇ
（
農
林
課
農
林
Ｇ
）

 
 

舘
政
な
な
み

《
建
設
課
》

▽
水
道
業
務
係
長
（
住
民
生
活
課
吉

岡
支
所
Ｇ
住
民
窓
口
係
長
）

 
 

山
下　

貴
義

▽
水
道
管
理
係
長
（
同
主
査
）

 
 

石
川　

貴
夫

《
水
産
商
工
課
》

▽
課
長
（
同
参
事
兼
水
産
係
長
兼
産

業
創
出
係
長
）　 

 
 

川
合　

力
哉

▽
参
事
兼
商
工
観
光
係
長
兼
交
流
促

進
係
長
（
会
計
管
理
者
兼
出
納

室
長
） 

小
鹿　

一
彦

▽
水
産
Ｇ
課
長
補
佐
兼
水
産
係
長
兼

産
業
創
出
係
長
（
建
設
課
建
設

水
道
Ｇ
水
道
係
長
） 

鍋
谷　

浩
行

《
農
林
課
》

▽
課
長
補
佐
兼
農
林
畜
産
係
長
（
学

校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
）

 
 

太
田　

德
浩

《
学
校
教
育
課
》

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
（
財
務

課
税
務
Ｇ
課
長
補
佐
）

 
 

山
登
み
ど
り

▽
学
校
教
育
係
長
（
保
健
福
祉
課
保

健
福
祉
Ｇ
福
祉
係
長
）　　
　
　

 
 
 

石
川　

秀
二

▽
学
校
教
育
Ｇ
（
総
務
課
総
務
Ｇ
）

 
 

太
田　

祥
子

《
生
涯
学
習
課
》

▽
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
（
同

生
涯
学
習
係
長
） 

福
原　

貴
之

 
 

４
月
１
日
付

《
渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
》

▽
（
税
務
課
税
務
Ｇ
）
中
村　

伸
也

 
 

3
月
31
日
付

・
石
堂　

一
志
さ
ん

　
（
議
会
事
務
局
長
）

・
金
谷　

栄
一
郎
さ
ん

　
（
水
産
商
工
課
長
）

《
企
画
財
政
課
》

▽
企
画
Ｇ
主
任

 
 

金
谷
栄
一
郎

・
企
画
財
政
課
財
政
Ｇ

 
 

髙
橋　

義
広

・
税
務
課
税
務
Ｇ

 
 

岩
井　

英
樹

・
保
健
福
祉
課
福
祉
Ｇ

 
 

岩
本　

一
成

・
水
産
商
工
課
水
産
Ｇ

 
 

岩
坪
健
太
郎

・
水
産
商
工
課
商
工
観
光
Ｇ

 
 

工
藤　

有
史

・
建
設
課
建
設
水
道
Ｇ

 
 

髙
田
い
づ
み

教
育
委
員
会
人
事

派

遣

退

職

者

再

任

用

新

採

用

平成27年４月
福島町新規採用職員紹介

　平成2７年4月１日から6名の職員を採用してお
りますので、紹介します。
①地区名　②出身校　③年齢　④趣味　⑤抱負

工
く

藤
どう

　有
あり

史
ふみ

岩
いわ

井
い

　英
ひで

樹
き

（水産商工課商工観光G）

（税務課）

①新栄町
②岩手大学
③22歳
④ドライブ・料理

①宮歌
②市立函館高等学校
③18歳
④映画鑑賞

⑤町民の皆様のお役に立てるように
尽力していきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

⑤仕事を早く覚え、町民の皆様のお
役に立てるよう頑張ります。
どうぞよろしくお願いします。

髙
たか

田
だ

いづみ

岩
いわ

本
もと

　一
かず

成
なり

（建設課）

（保健福祉課）

①本町
②函館工業高等学校
③18歳
④音楽鑑賞

①月崎
②専門学校日本福祉学院
③34歳
④温泉めぐり

⑤仕事に早く慣れ、町へ少しでも貢
献できるよう頑張りますのでよろし
くお願いします。

⑤町民の皆様のお役に立てるように
頑張ってまいります。
よろしくお願いします。

岩
いわ

坪
つぼ

健
けん

太
た

郎
ろう

髙
たか

橋
はし

　義
よし

広
ひろ

（水産商工課水産G）

（企画財政課）

①月崎
②函館水産高等学校
③18歳
④読書

①館古
②北星学園大学
③30歳
④釣り・スポーツ

⑤一日も早くこれから福島町のため
になる仕事が出来るよう頑張ります
ので、よろしくお願いします。

⑤早く町の事を覚え、町民の皆様のお
役に立てるよう頑張っていきたいと思
います。

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



◆みんなが加入国民年金
　　国民年金は、日本に住む20歳から60歳までのすべての人が加入することになっています。
　　国民年金は、老後の生活を保障するだけでなく、病気やケガで障害が残ったときや、幼い子を残し
配偶者に先立たれたときの保障もあります。

◆加入者 （被保険者） は３種類に分けられます
　　加入者の種類によって保険料の納付や給付の内容が異なっているため３種類に区分されています。

第１号被保険者
自営業、学生、フリーターなど

第２号被保険者
厚生年金保険や共済組合等の加入者

第３号被保険者
第2号被保険者に扶養されている配偶者

加入種別 職　　業 加入手続 保険料は？

第１号被保険者
20歳以上60歳未満の自営業、自由業、農
業、漁業などに従事している方、および
大学生、専門学校生など

市区町村の国民年金担当
窓口で行います。

平成27年度
定額保険料　月額15,590円
付加保険料　月額15,990円

第２号被保険者
厚生年金保険（船員を含む）や共済組合
に加入している会社員・公務員など

勤務先が加入手続きを行
います。

厚生年金や共済組合の保険料を
納めます。国民年金保険料を納
める必要はありません　

第３号被保険者
20歳以上60歳未満で、第２号被保険者に
扶養されている配偶者

第２号被保険者の勤務先
で加入手続きを行います。

国民年金保険料は納める必要が
ありません。第２号被保険者の
加入している年金制度が負担し
ます。

　国民年金には保険料の免除制度があり、【申請免除】
は失業などの経済的な理由で保険料を納めるのが困難
な場合に、申請により保険料納付が全額または一部免
除される制度です。
　申請免除は過去２年（申請月の２年１カ月前の月
分）まで遡って行うことができますが、申請が遅れる
と万一のときに障害年金や遺族年金を受け取ることが
出来なくなる場合もあります。
　申請はすみやかに行って下さい。

　函館年金事務所による年金相談は『予約制』
のため、相談日の５月８日（金）までに相
談したい内容を役場住民生活課戸籍年金係
（☎47-4681）まで電話でお申し込み下さい。

場所　福島町役場
時間　午前10時～12時・午後1時～3時

5月13日㈬

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



１

２
３
４

５

６
７

８

９

10

11

12

13

14

15

16
17

18

19

20

21

22

23
24
25

26

27

28

29

30
31

今月の行事予定今月の行事予定

お問い合わせ先　‒ telephone -

５月
May

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



　

平
成
27
年
度
高
齢
者
学
級

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る

『
運
営
委
員
会
』
を
４
月
13

日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
に
は
、
各
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出

さ
れ
た
委
員
が
出
席
し
、
日

程
や
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
で
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
学
級
は
、
60
歳
以

上
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
47
―
３
６
７
５
）
ま
で

今
年
も
高
齢
者
学
級
を
実
施

五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
６
回
の
学
級
を
予
定

回 期日 内　　　容 備　　　考

１ ５月18日
（月） 開講式 ･講演 デマンドバスや介護保険制度に

ついての説明もあります。

２ 未定 異世代交流 小学生とともに千軒地区におい
て自然観察を行います。

３ 未定 社会見学 町内施設を見学します。

４ 未定 趣味講座 軽スポーツやカラオケなどの趣
味講座を行います。

５ 未定 研修視察 事務局で調整中です。

６ 12月予定 閉講式・講演 事務局で調整中です。

＊平成27年度 高齢者学級事業計画＊

　

今
年
度
の
幼
児
対
象
公
演

事
業
と
し
て
、
次
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

・
日
時　

５
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

・
演
劇
タ
イ
ト
ル　

 「
人
形
劇
団　

夢
み
る
風

船
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

・
入
場
料　

無　

料

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
47
―
３
６
７
５
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

　
　

幼
児
人
形
劇
公
演

◇
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

・
日
程　

５
月
21
日
（
木
）

・
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
春
の
自
然
観
察
会

・
日
程　

５
月
23
日
（
土
）

・
会
場　

千
軒
地
区

◇
英
会
話
講
座

・
日
程　

５
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

５
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

５
月
22
日
（
金
）

・
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
春
の
本
ま
つ
り

・
日
程　

５
月
８
日（
金
）〜

・
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
５
月
の
行
事
予
定

▲平成26年度の人形劇の様子

▲▼平成26年度の高齢者学級の様子

―教育委員会通信 5月号―



　

４
月
28
日
（
火
）
に
福
島

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
て
雪
解
け
が

早
く
オ
ー
プ
ン
が
昨
年
に
続

き
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん

気
温
も
上
が
り
、
外
で
の
活

動
が
気
持
ち
良
い
季
節
に
な

り
ま
す
。

　

山
の
緑
や
鳥
の
さ
え
ず
り

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
コ
ー

ス
を
廻
っ
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
？

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
福
島
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

◇
競
技
種
目

　

サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル

◇
入
団
資
格

　

小
学
３
〜
６
年
生
の
男
女

◇
練
習
日
時

　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
５
時
45
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
７
時

※ 

他
に
不
定
期
で
、
土
・
日

曜
日
に
練
習
が
あ
り
ま
す
。

◇
会
費　
３
，
５
０
０
円
／
年

◇
連
絡
先

　

役
場
総
務
課
・
吉
澤
裕
治

　
（
☎
47

－

３
０
０
１
）

【
福
島
吉
岡
野
球
少
年
団
】

◇
競
技
種
目　

野
球

◇
入
団
資
格

　

小
学
１
〜
６
年
生
の
男
女

◇
練
習
日
時

　

平
日

　

午
後
４
時
〜
午
後
６
時

※ 

土
・
日
・
祝
日
は
大
会
参

加
が
あ
り
ま
す
。（
直
近
の

大
会
＝
５
月
３
日
（
日
）

【
福
島
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
】

◇
競
技
種
目　

空
手
道

◇
入
団
資
格

　

 

幼
児
、
小
、
中
、
高
校
生

及
び
一
般
の
男
女

◇
練
習
日
時

　

毎
週
水
・
金
曜
日

　

午
後
６
時
〜

　

午
後
８
時
30
分

◇
会
費　

５
０
０
円
／
月

◇
連
絡
先

　

役
場
住
民
生
活
課
・
鎌
田
一
志

　
（
☎
47

－

４
６
８
１
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
杯
／
対
入

舟
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◇
会
費　
３
，
５
０
０
円
／
年

◇
連
絡
先

　

吉
岡
砕
石
・
阿
部
学

　
（
☎
48

－

５
１
０
４
）

【
福
島
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

◇
競
技
種
目　

相
撲

◇
入
団
資
格

小
学
１
〜
中
学
３
年
生
の
男
女

◇
練
習
日
時

　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

※
他
に
不
定
期
で
、
土
・
日

曜
日
に
練
習
が
あ
り
ま
す
。

◇
会
費　
１
，
５
０
０
円
／
年

◇
連
絡
先

社
会
福
祉
協
議
会
・
山
田
正
宏

　
（
☎
47

－

２
２
８
４
）

◎ 

第
16
回
教
育
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時　

５
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
会
場　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

◎ 

第
33
回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

▼
日
時　

５
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
会
場　
新
緑
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◎
吉
岡
地
区
合
同
大
運
動
会

▼
日
時　

５
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
会
場　
吉
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

◆
日
時　

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
オ
ー
プ
ン
期
間 

６
〜
９
月

◆
定
休
日　

月
曜
日
及
び

　
　
　
　
　

祝
日
の
翌
日

【
大
会
結
果
】

◆ 

第
53
回
北
海
道
空
手
道
選

抜
選
手
権
大
会

◇
日
時 

平
成
27
年
４
月
18
日

◇
会
場 

旭
川
忠
和
公
園
体
育
館

◇ 

小
学
生
６
年
生
男
子
組
手

の
部 

第
３
位 

阿
部
玲
二

【
全
国
大
会
出
場
】

☆
５
月
の
行
事
予
定

＊５月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

　

耐
震
化
改
修
工
事
の
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
周
知
い

た
し
ま
す
。

―教育委員会通信 5月号―



▲認定こども園福島保育所

▲福島幼稚園

町内の各学校児童、生徒数

新
年
度
ス
タ
ー
ト

入
学
お
め
で
と
う

平成27年4月1日現在　

　

４
月
に
入
り
、
６
名
の
新
し
い

職
員
を
迎
え
福
島
小
学
校
の
平
成

27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

始
業
式
で
は
、
高
橋
校
長
先
生

が
「
勉
強
を
わ
か
る
ま
で
が
ん
ば

ろ
う
。」「
や
さ
し
い
気
持
ち
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
。」「
言
葉
遣
い

に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。」
と
３

つ
の
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

皆
様
方
と
共
に
関
わ
り
を
持
つ
中

で
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

６
日
（
月
）
に
入
学
式
が
行
わ

れ
、
今
年
度
11
名
の
新
し
い
１
年

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

担
任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

み
ん
な
元
気
に
「
は
い
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
副
町

長
様
を
は
じ
め
議
会
議
長
様
、
他

多
数
の
来
賓
の
方
々
に
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
本
校
の
子
ど
も
達
が

自
分
と
学
校
に
自
信
と
誇
り
が
持

て
る
よ
う
教
職
員
一
同
、
精
一
杯

励
ん
で
参
り
ま
す
。
保
護
者
及
び

地
域
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
（
月
）
に
平
成
27
年

度
の
始
業
式
と
入
学
式
（
新
入
生

は
４
人
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

31
人
の
子
供
た
ち
は
、
毎
日
元

気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
交
通
安
全
の
期
間
、
吉
岡

小
学
校
で
は
集
団
登
校
と
集
団
下

校
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
学
年
の
子
供
た
ち
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
、
低
学
年
に
「
こ
こ

は
、
危
な
い
か
ら
気
を
つ
け
て
」

な
ど
と
優
し
く
声
を
か
け
た
り
、

「
足
痛
く
な
い
？
大
丈
夫
。」
と
言

い
な
が
ら
進
ん
で
手
を
つ
な
い
だ

り
と
い
う
微
笑
ま
し
い
光
景
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
「
吉
岡
安
全
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
玄
関
前
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。



▲福島小学校 ▲吉岡小学校

▲福島商業高校 ▲福島中学校

平
成
27
年
度

福
島
中
学
校
入
学
式

入
学
式
・
対
面
式

〜
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
〜

　

｢

平
成
27
年
度
福
島
町
立
福
島

中
学
校
入
学
式｣

が
４
月
６
日

（
月
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入

生
は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
マ
ー
チ

｢

春
の
道
を
歩
こ
う｣

に
の
っ
て

堂
々
と
入
場
し
て
い
ま
し
た
。
新

入
生
男
子
13
名
、
女
子
17
名
の
合

計
30
名
は
、
晴
れ
て
福
島
中
学
校

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

学
校
長
の
式
辞
で
は
、
行
動
の

善
悪
や
や
る
べ
き
事
の
優
先
順
位

を
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
律
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
。

勉
強
や
部
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
分

か
る
楽
し
さ
、
で
き
る
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
入
生
に
送
り

ま
し
た
。

　

新
入
生
の
誓
い
の
言
葉
と
し
て

工
藤
あ
や
か
さ
ん
が
代
表
し
て

「
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
た

い
」
と
力
強
く
宣
言
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
福
島
中
学
校
は
新
入
生

30
名
を
加
え
、
99
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。行
事
や
活
動
を
通
し
、

地
域
・
保
護
者
と
協
力
し
な
が
ら

頑
張
り
、
成
長
を
見
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
入
学
式
が
４
月

８
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
新
入
生

22
名
（
男
子
13
名
、
女
子
９
名
）

が
福
島
商
業
高
校
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
福
島
町
長
様
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
様
の
ご
祝
辞
の
後
、
新

入
生
を
代
表
し
て
太
田
起
雅
君

が
「
こ
の
感
激
を
胸
に
高
校
生
と

し
て
の
本
分
を
自
覚
し
、
校
則
を

守
り
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
新
た
な
歴
史
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
精
一
杯
努
力
し
続
け
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
新
入
生
代

表
と
し
て
力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し

た
。
入
学
式
の
翌
日
に
は
、
２
・

３
年
生
と
の
対
面
式
が
開
催
さ

れ
、
ク
ラ
ス
紹
介
、
生
徒
会
行
事

の
説
明
、
部
活
動
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。部
活
動
紹
介
で
は
、

ど
の
部
も
新
入
部
員
獲
得
の
た
め

に
趣
向
を
凝
ら
し
勧
誘
し
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
新
入
生
を
代
表
し

て
坂
本
菜
緒
さ
ん
が
「
入
学
し
た

ば
か
り
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
先
輩
方
の
姿
を
見

習
っ
て
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お
礼

の
挨
拶
を
述
べ
、
和
気
藹
々
と
し

た
中
で
の
対
面
式
が
終
了
し
ま
し
た
。



福
島
町
に
赴
任
さ
れ
た

教
職
員
を
紹
介
し
ま
す
！

４
月
１
日
に
９
人
の
教
職
員
が
町
内
小
中
学
校

に
赴
任
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

職　名
氏　名
(前任校 )

平
ひら

野
の

恵
え

美
み

子
こ

教　諭

えりも町
えりも小学校

中
なか

西
にし

　章
しょう

二
じ

教　諭

檜山教育局

工
く

藤
どう

　治
はる

雄
お

教　頭

八雲町
雲石小学校

福
島
小
学
校

大
おお

井
い

川
がわ

健
たけし

教　諭

森町
森小学校

佐
さ

々
さ

木
き

道
みち

彦
ひこ

教　頭

函館市
八幡小学校

吉
岡
小
学
校

渡
わた

邊
なべ

　秀
ひで

隆
たか

臨時教論

北海道教育大学
旭川校卒業
H27.4.1採用

高
たか

橋
はし

　慎
しん

吾
ご

教　論

福島中学校
臨時教論
H27.4.1採用

福
島
中
学
校

佐
さ

藤
とう

　裕
ゆう

太
た

教　諭

八雲町
落部小学校

猪
い

刈
がり

　亜
あ

衣
い

栄養教諭

函館市
的場中学校
H27.4.1採用

営業日　　５月１日（金）～６日（水）通常営業
休館日　　５月７日（木）臨時休館大型連休中の営業

３月風呂の日の当選者
松　浦　松　村　勝　廣さん
吉　野　吉　田　邦　雄さん
吉　岡　水　澤　アキ子さん
宮　歌　岩　山　久　子さん
宮　歌　棟　方　律　子さん
館　古　斉　藤　昭　洋さん
月　崎　白　川　雄　二さん
月　崎　星　野　眞紀子さん
松前町　増　川　　　諒さん
北斗市　工　藤　与志子さん
おめでとうございます！

吉岡温泉だより
５月の風呂の日

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！
●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

横綱椎茸の植菌が行われました！横綱椎茸の植菌が行われました！

ブルーベリーせん定講習会開催！ブルーベリーせん定講習会開催！

　４月３日（金）から５日（日）までの３日間、管藤光男宅（字三岳）で横綱椎茸の植菌作業が
行われました。作業は15名で約4,000本の原木に植菌を行いました。
　今回植菌した原木は約１年半寝かせ、来年の秋ころから収穫される予定です。

　４月16日（木）に管藤光男宅（字三岳）のブルーベリー町試験栽培場でブルーベリーのせん定
講習会が開催され、約20名の方が参加しました。
　講師には、渡島農業試験場小坂主任普及指導員と、渡島農業改良普及センター本所細田主査、
南部支所山口係長にお越しいただき、講師の説明をしっかり聞きながら、どこをせん定すると収
穫期にブルーベリーがおいしく収穫できるかなどを考えながら、真剣にせん定に取り組んでいま
した。

―広報ふくしま　5月号―



福島地域マリンビジョン協議会事務局（水産商工課　水産係）まで
☎：47－3004 　FAX：47－4504まで

　３月27日（金）、「浜を豊かにする調査研究発表会」が福島町漁村環境改善総合センターで開催され、
漁業者を中心に約20名の参加がありました。
　第一部では、北海道大学水産学部の山下成治准教授から、「これからの地域マリンビジョンについて」
という題目で話題提供をしていただきました。
　第二部では、はこだて未来大学の高博昭特任研究員から、「福島町での水産資源管理と小型漁船の
安定管理の実現」、北海道大学水産学部４年の船橋卓真氏から、「北海道コンブ類漁業の生産統計を用
いた減産対策への潜在的ニーズの推定」の２つの講演を行っていただきました。
　第三部では、懇談会が開催され、活発な意見交換がされました。

司会進行の山下准教授

発表する高特任研究員

船橋氏の発表の様子

　５月１３日（水）８時から海峡横綱
ビーチにて、陸上自衛隊の訓練が実施
されます。
　当日は、施設内への立ち入りが禁止
されますので、ご注意願います。

　・日時　５月２日（土）１０時～
　・場所　吉岡漁港　荷捌所
　・主催　漁協青年部
　
旬の新鮮な魚などを販売予定です。

―広報ふくしま　5月号―



春の陽気に包まれて…

　新年度から１ヶ月。皆様、いかがお過ごしでしょうか。今年は雪解けも早く、気温も
この時期としては暖かく感じます。山々が芽吹き、好季節となってきました。

　先月から横綱記念館・道の駅・青函トンネル記念館に無料のWi-Fi スポットが設置さ
れました。１人１日15分間×２回の計30分間という時間的制限がありますが、非常に画
期的なことだと思います。福島町は都市部と比べてやはり通信インフラがまだまだ整備
されておらず、電話回線も３Ｇがほとんどです。その中で、町の主要箇所にWi-Fi が整
備されたことは大きな強みに思えます。特に観光客にとっては大きなプラスとなります。
中でも外国人観光客にとっては非常に利便性が向上することでしょう。周囲の観光情報を調べたり、その土地で
のことを発信することが容易となります。

　ここ数年、北海道では（海外からのという意味での）インバウンド受け入れに力を入れています。特に中国・
台湾・韓国などのアジア圏からの北海道旅行者が年々増え続けています。福島町もインバウンド受け入れでの成
功の可能性は十分あると思います。それはなぜか。一つは、やはり外国人にとっては相撲という文化は日本を象
徴する代表的なものとして捉えられています。二つめは、当時世界最大の海底トンネルである青函トンネル。そ
こでの技術が世界へ広がったという歴史的事実。これらは外国人にとっても非常に興味をひくはずです。
　そして、昨今はアジア圏の人が自分の自転車を北海道に持ち込み、道内をサイクリングしながら旅をするサイ
クル・ツーリズムが年々増加しております。そのサイクリングの目的は３つ。『景観・食・温泉』です。福島町
はその３つともありますが、特に『景観と食』は素晴らしいものがあります。青森県が間近に望める岩部海岸。
イカ・ウニ・クロマグロなどの新鮮な魚介類。千軒そば。これだけでも外国人・日本人問わず魅力的な素材です。
うまく組み合わせれば、その海外からのサイクリング客などを呼んで満足してもらうことは十分可能だと考えま
す。
　サイクリングは一つの観光振興の例ですが、それを切り口として国内外の観光客が福島町へ足を運んで頂ける
よう、様々な企画を練っている最中です。環境負荷の少ない移動手段として注目されている自転車。今はそこか
ら発展し、ゆっくりと地域を見て楽しむことができるツールの一つとなっています。
　尚、自転車は軽車両です。走行は基本的に車道の左側であり、歩道を走行することは原則として違反（止む終
えない場合以外）となります。皆さんもお乗りになる際は十分お気をつけ下さい。
皆さんも自転車に乗って、のんびりと春を感じませんか？

地域おこし協力隊
川端　教文

▲福島町の春の風景

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



01392-5-3509

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
障
害

者
相
談
員
と
し
て
、
２
名
の
方
が

１
年
間
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
の
日
常
生
活
な
ど
に
お
け
る

悩
み
や
問
題
に
対
し
て
、
自
ら
の

経
験
を
も
と
に
助
言
や
指
導
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
内
容
は
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

・
小
林　

佳
子 

さ
ん
（
宮
歌
）

■
知
的
障
害
者
相
談
員

・
吉
澤　

て
る 

さ
ん
（
塩
釜
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

　

☎
47
―
４
６
８
２

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年

春
に
な
る
と
集
中
し
て
発
生
す
る

林
野
火
災
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
緑

の
資
源
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
４
月
か
ら
６
月

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
期
間
を「
林
野
火
災
危
険
期
間
」

と
し
、
特
に
４
月
21
日
（
火
）
か

ら
５
月
31
日
（
日
）
ま
で
を
「
林

野
火
災
予
防
強
調
月
間
」
と
し
て

積
極
的
に
予
防
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
貴
重
な
緑
を
守
る

た
め
、
林
野
火
災
の
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課

　

☎
47
―
３
０
０
２

　

｢

め
い｣

は
、
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
の
あ
る

方
や
家
族
に
対
し
て
、
福
祉
制
度

や
対
人
関
係
、
就
労
等
の
総
合
的

な
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
と
お
り
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

　

相
談
内
容
は
秘
密
が
守
ら
れ
、

相
談
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

■
日　

時

　

５
月
13
日
（
水
）
10
時
〜
12
時

■
場　

所

　

役
場
１
階
第
一
会
議
室

■
申　

込

　

 
５
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
左
記

問
い
合
わ
せ
先
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　

☎
47
―
４
６
８
２

障
害
者
相
談
員
の
委
嘱

林
野
火
災
予
防
強
調
月
間

渡
島
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
め
い
」
巡
回

相
談
に
つ
い
て

　

お
花
見
・
お
出
か
け
に
は
、
安

心
安
全
な
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
！

❶ 

ご
利
用
の
際
は
お
得
な
プ
リ

ペ
ー
ト
カ
ー
ド
が
バ
ス
車
内
で

購
入
で
き
ま
す
。

❷ 

函
館
行
き
快
速
松
前
号
を
ご
利

用
の
際
は
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

ま
す
。
片
道
７
回
利
用
で
片
道

１
回
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
バ
ス
㈱
松
前
出
張
所

　

松
前
町
字
建
石
70
番
地

　

☎
０
１
３
９
（
42
）
２
０
１
５

地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
「
路

線
バ
ス
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

販売価格（利用金額）

5000円（5800円）

3000円（3420円）

2000円（2200円）

1000円（1080円）

お得なプリペートカード

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



あなたには何人の相続人がおりますか。相続には遺言書が重要な役割
を果たします。相続はできる限り 5年以内をお勧めいたします。
・遺産分割協議・公正証書遺言・成年後見人関係・農地転用・車庫証明
・各種契約書作成・示談書ほか。お気軽に相談ください。

行政書士 事務所事川 村 明 雄

E-mail:reisei9201031@kph.biglobe.ne.jp

（福島幼稚園年長児）

大好きなお母さんを描きました。
【左から】 ①のさか　　かのん ちゃん  ②たかはし　こうき くん

 ③よしざわ　まゆき ちゃん ④にいやま　ひなた ちゃん

渡島総合振興局納税課　☎0138-47-9400

６月１日（月）は、自動車税の納期限です

松前町

★妖怪ウォッチ　ジバニャン　バラエティショー

★書道パフォーマンス

木古内町

★ふるさと物産フェア2015

★第12回サラキ岬チューリップ祭

知内町

―広報ふくしま　5月号――広報ふくしま　5月号―



○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

５
月
７
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

５
月
20
日 

（
水
） 

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

 

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者 

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者　
　
　

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者 

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
〜
74
歳 

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上 

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み 

２
，
２
５
０
円

３
月
24
日
〜
４
月
22
日
届
出
分

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

金
澤
百
合
子
さ
ん（
92
歳
）三
岳
１

平
沼　

陽
子
さ
ん（
83
歳
）吉
岡
１

矢
野　

昌
介
さ
ん（
92
歳
）福
島
２

澤
田
ア
ケ
ミ
さ
ん（
75
歳
）三
岳
２

永
井　

郁
雄
さ
ん（
88
歳
）館
崎
１

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

日曜当番医 人口と世帯
 （H27. ３月末現在） 

前月比

５月３日（木古内国保病院）
　　10日　小笠原クリニック
　　17日（松前町立病院）
　　24日　深浦医院
　　31日（木古内国保病院）

人　口 ４, ６１５ 人 －38 人

男 ２, １５４ 人 －11 人

女 ２, ４６１ 人 －27 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２７０ 世帯 －１ 世帯

第702号

平成27年５月１日発行

ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　平成27年4月22日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係  ☎47-3001

期　　間 件数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H26.4 23件 120,000円

小　計　① 417件 22,641,222円

使ったお金② 5件 1,050,000円

①－② 21,591,222円

このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、 企画財政課広報広聴係 （☎47－3001） までご連絡ください。 

スピードダウンキャンペーン実施中！

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

管
藤　

泉せ

那な
ち
ゃ
ん

月
崎
１

勇
気
さ
ん

齋
藤　

春は
る

翔と

く
ん

福
島
４

勇
さ
ん

（9：00～15：00）

〈５　月〉

３日 全 店 営 業

10日 奈 良 石 油
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